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「京都のいま」をメルマガで。ケータイ版もどうぞ。
http://www.pref.kyoto.jp/magazine/ 登録無料 再生紙を使用しています。

●京都府の人口と世帯数 ２,６３１,４９４人（男：１，２６２，３０４人　女：１，３６９，１９０人）１，１２３，６１４世帯
（平成２１年１２月１日現在）

が
仕
事
で
す
が
、
A
色
師
の
仕

事
の
神
髄
は
、
漆
の
磨
き
時
の

見
極
め
。
漆
は
ほ

ん
ま
天
真
爛ら
ん

漫ま
ん

な
性
格
で（
笑
）。

な
か
な
か
乾
か

ず
磨
き
時
が
来

な
い
の
は
漆
が
機

嫌
を
損
ね
て
い
る

か
ら
、
逆
に
漆
が

頑
張
り
過
ぎ
る

と
早
く
乾
き
過

ぎ
る
。
湿
度
を
も

た
せ
た
室む
ろ

に
入

れ
た
漆
の
ベ
ス
ト

の
磨
き
時
を
知
る
に
は
、
き
ょ

う
、
今
晩
、
明
日
の
温
度
、
湿

度
、
天
候
変
化
か
ら
予
測
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
漆
に
振
り

回
さ
れ
る
う
ち
は
半
人
前
、
そ

れ
が
長
年
の
う
ち
に
気
候
に
寄

り
添
っ
た
漆
の
行
動
を
読
み
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
毎

日
毎
日
の
体
感
の
積
み
重
ね
で

す
か
ら
、
盆
や
正
月
に
休
ん
だ

だ
け
で
も
勘
が
鈍
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。

エ
コ
な
お
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
栽
培

時
や
製
茶
過
程
に
京
都
市
内
の
太
陽

光
発
電
所
で
作
ら
れ
た
「
京み

や
こ

グ
リ
ー

ン
電
力
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。
南
山

城
村
産
茶
葉
１
０
０
％
使
用
の
煎
茶
、

ほ
う
じ
茶
と
抹
茶
飴
を
セ
ッ
ト
で
。

□問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
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茶
Ｅ
Ｃ
Ｏ

(

ち
ゃ
え
こ)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

木
野

製
茶
園
内
）
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０
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（２）
「
特
製
図
書
カ
ー
ド
」
２０
人 （１）「Green

グリーン

宇治茶（煎茶・ほ
うじ茶）と抹茶飴

あめ

」
２,１５０円(送料別）

●
な
ぜ
C
色
師
に
？
―
―
親
の

仕
事
を
継
ぐ
も
ん
や
と
当
然
の
よ

う
に
。
で
す
か
ら
、
よ
そ
の
人
に

つ
い
て
習
っ
た
こ
と
は
な
い
。

●
一
日
の
仕
事
は
？
―
―
朝
7

時
半
か
ら
18
時
半
位
ま
で
と
長

い
。
朝
・
昼
・
夜
そ
れ
ぞ
れ
に
や

る
べ
き
仕
事
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
た
め
で
、
活
況
時
代
は
夜
も
遅

く
ま
で
仕
事
を
し
た
。

●
後
継
者
は
？
―
―
長
男（
39
歳
）

と
次
男
（
35
歳
）
が
継
承
。
と
に

か
く
地
味
な
仕
事
、
家
族
以
外
の

若
い
人
は
続
か
な
い
よ
う
で
す
。

お好みの具で
自分流にアレンジ

京野菜クッキング

〈
作
り
方
〉

一口メモ
○A みそだれの作り方

合わせみそと砂糖を酒で溶
く。ダマにならないようにトロ
リとするまでしっかり混ぜる。

漆
器
は
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ
て

表
面
が
鏡
の
よ
う
で
す
が
、
そ

の
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
く
の
が
私
ら

A
色
師
の
仕
事
で
す
。
漆
工
芸

も
昔
か
ら
分
業
で
、
A
色
師
は

塗
り
漆
最
終
の
表
面
仕
上
げ
を

し
ま
す
。

漆
を
塗
る
の
は
塗ぬ

師し

屋
さ
ん

の
仕
事
で
す
。
下
地
、
中
塗
り
、

上
塗
り
と
重
ね
て
も
、
漆
の
輝

き
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
A
色
師
に
届
い
て
、
炭
研と

ぎ
・
摺す

り
漆
・
磨
き
の
三
段
階

で
表
面
を
整
え
る
。
特
に
最
後

の
磨
き
で
は
、
道
具
は
何
も
使

わ
な
い
、
自
分
の
手
だ
け
で
磨

き
ま
す
。
平
ら
な
面
は
手
の
ひ

ら
で
、
入
り
組
ん
だ
細
部
は
指

先
で
。
手
に
角つ
の

粉こ
（
も
と
は
鹿

の
角
を
蒸
し
焼
き
に
し
た
粉

末
＝
現
在
は
代
用
品
）を
つ
け

て
、
少
量
の
植
物
油
で
す
べ
り

を
よ
く
し
て
。

「
長
年
や
っ
て
る
と
指
紋
が

な
く
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
必
ず

聞
か
れ
ま
す
。
が
不
思
議
に
指

紋
は
消
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ

談
・
立
石
彰（
６７
歳
）

第
37
回
 

第
37
回
 

ろ
か
、
指
紋
が
あ
る
か
ら
磨
き

に
い
い
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、

い
つ
の
時
代
か
ら
こ
う
し
て
磨

き
だ
し
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。

た
だ
代
わ
り
の
な
い
自
分
の

手
で
す
か
ら
ね
。
慣
れ
な
い
う

ち
は
タ
コ
が
で
き
る
し
、
摩
擦

熱
で
火
傷
や
け
ど

は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。

そ
れ
で
も
、
手
よ
り
磨
い
て
る

も
の
の
ほ
う
が
大
事
で
す
か

ら
。
ま
あ
五
、
六
年
た
て
ば
、

A
色
師
の
手
に
な
り
ま
す
。

漆
と
対
話
す
る

「
A
色
師
は
漆
の
機
嫌
を
と

る
の
が
仕
事
」
と
親
父
が
よ
う

言
う
て
ま
し
た
。
手
で
磨
く
の

２
月
○
日
京
都
地
球
環
境
の
日

は
が
き
に「
○
」に
入
る
数
字
と
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
⑥
興
味
を
持
た
れ
た
記

事
や
ご
意
見
・
ご
感
想
を
記
入
し
、〒

6
0
2-

8
5
7
0
府
広
報
課「
ク
イ

ズ
」係
へ
。
締
め
切
り
２
月
１０
日（
消

印
有
効
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
応
募
フ
ォ
ー
ム
）、

メ
ー
ル（
広
報
課
）で
も
応
募
可
。

※
個
人
情
報
は
、
賞
品
の
発
送
の
み

に
使
用
し
ま
す
。（
ご
意
見
な
ど
は
、

府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー
で

対
応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
先
月
号
の
答
え
は
「
ち
い
き
り
ょ

く
」。
応
募
総
数
１
２
、５
５
３
通
の
う

ち
正
解
は
１
１
、７
２
３
通
で
し
た
。

聖護院だいこん

たていし・あきら
昭和17年京都市生ま
れ。15歳で立石漆工
所初代である父に師
事。京都市立堀川高
校卒業。漆塗りのB
色一筋50年以上。京
仏壇伝統工芸士。京
仏壇・京仏具優秀技
術者会副会長。

【材料　4人分】

●聖護院だいこん…1/4個（300ｇ）
●金時にんじん…1/2本
●みず菜…適量
●小麦粉…約大さじ1
●豚ロース肉（薄切り）…80ｇ
●えび…4尾
合わせみそ…大さじ4
砂糖…大さじ4
日本酒…大さじ2

1 切る
だいこんは皮をむき、厚さ5ｍｍくらいの半月切
りに。にんじんは皮をむいてスティック状に、みず
菜はみじん切りにする。

2 並べる
皿にだいこんを並べて、豚肉、えび、にんじんをのせる。
小麦粉をうすくふりかけ、○Aを全体に散らしかける。

3 蒸す
２にラップをかけ、皿ごと火が通るまで約20分蒸
す。みず菜を散らして完成。

○A
ごちそう蒸し

究
極
の
道
具
は
、
自
分
の
手

ろ 

い
ろ 

し 

15人


